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　オリオンを五月の室に断ってから一ケ月，梅雨あけ南天に見えるのがしさそ
り「星座である．銀河が南におりるところで，ひとしきり明るくなってみるが，
この河にひたってしさそり■がわだか寵ってみる．明るい，さまざまな色さし
た星々がうねうねとしてみる様な實に毒々しい．
　普通，吾々は黄道12宿と云ふが昔は6個しかなかったもので，しさそり「は今
の天秤迄ふくみ，L乙女座「に接する：巨大な星座であった・それだからか知ら
ないが，乙女座の記號としさそり「のとはよく似てみる．まがりながら連ら
なってみる星をみると誰でも長いものを想像するであらう．實際長い燈をし
たものと云へばLヘブライ人「の檬にBasilisk（へび）とみるより他なv・．叉長
い尾をもつた毒々しいものと云へばまづまつ百足虫か蜴である．星座の出來
たのが紀元前5000年頃とされるのもこんな特徴の多V・揚所だからだと思はれ
360 和昭九年七月の日置後の天空 天界　159
る．占星術で云ふと呪はれた星座であって“active　and　en）inent”の表徴だ
とある．叉太陽がこの星座にあるときにのみ鐵を金になしうるのだと云ふ錬
金術家の信仰もよく考へたものだ．
　オリオンをさしころした毒蜴だとも云ふし，　イスラエルの子をエヂプbか
ら追出すとき途つた蜴だとも云ふ．叉古くエヂプトではアンタレスをイシス
神だとしてみた．蝸も時代々々により，くだらない化け方をしたものだ．ご
く近代になっては百足虫となって花山の御歴々を短甲なやましてみる・私は
　　　　　　　　　　　獣
ガス球である・光度は0・7・
等で7等の伴星をつれて　e
みるがトレミ1の時代に
は2等星と鰍されてる守
る・附近一二星雲に響
Nまれ，すぐ西にメシエノ
14番とよぶ美事な二二灘
　　　　　　　　　　　為がある．1898年コヂンb
ンはアンタレスの二度北
に一彗星を二見したが之1
が二二的に磯見された第．
三番目のものであった．
蜴座をつゆあけの室に仰ぐと憂幣になる．これは絵談中の胃軸であるが冬は
出てくる昴星（プレヤデス）が天球上で云って蜴の底反封にあたるのが一・寸面
白い．
　α星は眞赤な一等星でよく云ふ様にアンタレス　　火星の敵とか火星に似
たもの一とよばれる．支那では大火（タホ）とか滲とか云ひ紀元前531年に
彗星の出た記録があるとか．この星は赤色の互星で星の一生涯を考へると赤
ん坊の時代である．とても大きな臆をしてみて例へて云へば火星軌道の大き
さに迄ひろがった：巨大な　　　　　　　　　　轡　　：tt．】　　　駕?
噸匿　　　　　房：1
　β星はGraffias（カニ）と云ひ，美しv・3重星である・紀元前271年に火星がこ
の星をかくしたとある．
　ω星は14ダはなれた肉眼的の二重星である．
